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It is widely accepted that higher education should cultivate students’ initiative in research and learning. To this end the 
present study developed eportfolio system, aiming at improving students’ self-regulated learning along with research activity. 
Since the eportfolio needs high order reflections to improve self-regulated learning, it is difficult for novices to reflect 
themselves. Thus, self-regulated learning pattern is developed to help students’ reflection.  

 

1. はじめに 
大学院教育においては，専門性の獲得と同時に専門性を活

かすための能力の獲得が求められている。経済産業省の提唱

する社会人基礎力や，文部科学省の提唱する学士力で示され

る，一般的な知識を育成，あるいは保証することが求められる．

これらの知識は，社会人基礎力では「主体性」など，学士力で

は「獲得した知識などを総合的に活用し，自らが立てた課題を

解決する能力」という能力が挙げられ，自発性が重視されている． 
自発性は，広義には，内発的な動機付けにおいて問題解決

に取り組むことと定義できる．その発現には，もちろん，積極性・

やる気などの性格的・情動的な暗黙性の高い状況特性・個人

特性に依存するところが大きいものと考えられる．一方で，その

ような性格的・情動的特性による自発性の発現の前段階におい

て ， 自 発 性 を 向 け る 対 象 が 何 で あ る か に つ い て の 自 覚

(awareness)が必要であることは言うまでもない．本研究の目的

は，大学院生が研究室活動において，自発的に取り組むことが

好ましい「こと」の自覚を高めることで，自発性を涵養することに

ある．すなわち，研究室活動において，自分は，どのように研究

を進めるべきか？，研究に必要などのような知識・スキルをどの

ように学ぶのか？ということへの自覚を高めることを目指す． 
そのような自覚が難しいことの主要な理由は，研究室活動に

おいて自発的にとりくむべき「こと」の暗黙性にある．問題解決・

学習の認知プロセスという暗黙性の高い心的プロセスに関する

認知，つまりメタ認知が求められるからである．高等教育におい

て学習ポートフォリオの活用に関心が高まっている背景には，

問題解決・学習のプロセスを顕在化し，振り返り学習によるメタ

認知力の成長を促し，問題解決・学習の自発性を促す教育へ

の社会的ニーズの高まりがある． 
このような背景を踏まえて，我々は，研究室活動における問

題解決・学習に関するメタ認知力の育成が，自発性の涵養の基

礎になると考えている．本研究で，e ポートフォリオを道具とする

理由もそこにある．自発性の涵養は，本人・学友・教員・研究

室・大学院・共同研究者・社会といった，個人と組織の関係性に

よる積極性・やる気などへの教育活動に依るところが大きいが，

その教育が成立するための必要条件として自発的に取り組む

べき「こと」の自覚を高めること，さらに，必要条件が満たされたと

きに取り組むべき「こと」を顕在化し，自発性の適切な発現を支

えることに，e ポートフォリオが有用であろうと我々は考えている． 
e ポートフォリオは複雑な思考を捉えようとすることを意図して

おり，自発性を獲得するためには学習者は e ポートフォリオの

使用に多くの労力が必要となる．そこでこの問題へ対処するた

め，学習者の思考の負担を軽減するために，e ポートフォリオの

活用法や，学習者が学べること等を整理し，学習者にわかりや

すい形で提供し，支援しようと試みた．本稿では e ポートフォリ

オの設計意図を論じた後に， e ポートフォリオを活用して研究活

動を進める中で経験する学習困難性と課題，それらを克服する

ための自己調整学習パタンによる支援について論じる． 

2. 研究活動における自己調整学習の e ポートフ
ォリオによる支援 

研究活動に対する自発性の発現としての，自発的な学びとは，

研究活動において解や成果を追求する過程で，達成すべき目

的を立て，達成に向けて必要な知識を選び出し，学ぶことであ

る．このような学習は自己調整学習と呼ばれる [Schunk 08]．研

究活動における自己調整とは学生が研究活動を進めるために

自ら目標を設定し，活動の成果やプロセスを，設定した目標に

合わせて調整する過程である．序論で述べたことを自己調整学

習という概念を用いて再整理すると，自己調整学習の対象を顕

在化し，対象に対する自覚を促し，自己調整学習の遂行を支え

る e ポートフォリオを開発し，その活用方法を確立することが本

研究の目的であると言える．  

2.1 自己調整学習を支援するための eポートフォリオ 

(1) 教育領域の eポートフォリオ 
一般的には，ポートフォリオは芸術家や投資家が自身の作品

や成果を集めたものを指すが，教育の分野では学習活動の成
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果をまとめ，振り返り (リフレクション)を行うために活用される．そ

の仕組みを web アプリケーション化し，成果物としてテキストや

画像等の電子ファイルを保存することができるようにした上で e
ラーニングシステムとの連携やオンラインでの指導・相談を可能

にしたのが e ポートフォリオである． 

(2) 自己調整のリフレクションを促すための eポートフォリオ 
研究室活動における自己調整学習においては，研究室活動

の中でどのように学びを進めるのかを自覚し，計画し，評価する

ことが大切である．ここで注意が必要なことは，計画・実施・評価

の対象に，研究室活動と，その中での学習の２つがあり，それら

の結びつきの自覚が求められることである．特に，学習の目標

は，活動の成果に直接関係しないことも多く，学生や指導者に

とって暗黙的であり目標として見つけにくい． 
例えば，実践的な共同研究を行っているときに，そこで学ば

れる企画力・調整力・リスクマネジメント力などは，研究成果と直

接関係しないが，間接的に重要な要素になっている．学生も教

員も標語的にそれを理解していても，自己調整学習の対象とな

る程度に自覚することが難しいのが実情である．そこで，本研究

では e ポートフォリオによって，研究活動中に気づきにくい学習

目標を明示化し，自覚を促すことを目指す．研究活動に隠れて

いる学習目標を明示化することで研究室の活動を通じた自発的

な学びの対象を自覚し，自己調整力を高めることを目指す． 
従来型の典型的な e ポートフォリオとの比較において，本研

究で開発中の e ポートフォリオの特長は， 
・ 研究室活動と学習活動の２面における自己調整学習の結

びつきを顕在化すること 
・ 活動の結果の記録だけではなく，自己調整学習全体のプロ

セス（計画・実行・評価）を顕在化すること 
の２点にまとめることができる． 

このように，自己調整の複雑な対象をあるがまま捉えようとす

ると，多くの入力と複雑な思考を求めるため，ユーザから敬遠さ

れるということが大きな課題となる．一般に，e ポートフォリオは教

育の道具であり，全ての学生が全ての研究室活動において全

ての機能を常に活用しなければいけないという性質のものでは

ない．この課題を克服するために，本研究では， 
A)e ポートフォリオの活用法を説明する媒体を構成する 
B)実証研究を通じて簡易で合理的な運用法を構成する 

の２つの問題に取り組むことにしている．本稿の 4.で述べる自

己調整学習パタンは A に関する研究の報告であり，本稿の主

題である．B については，試運用をかさねている段階にあり，別

稿でその結果を報告する予定である． 

2.2 e ポートフォリオにおけるリフレクションの対象となる
自己調整の概念 

学習者が e ポートフォリオを通してリフレクションを行う対象は，

自己調整のプロセスである．e ポートフォリオによって研究活動

と自己調整のプロセスを明示化するために，研究活動に関する

概念を定義した．以下では研究活動を構成する活動をタスクと

呼ぶことにする． 
 
タスク：タスクは研究活動においてアウトカム（成果）を生み出

す思考や作業である。学生は関係者の助言を受けながら自発

的にタスクを計画し，その遂行により，質の良いアウトカムを適

切な時間において生み出すと同時に，学習目標の達成も目指

す。タスク遂行中は，タスクのアウトカム・学習目標の達成過程

に関する叙述を e ポートフォリオ上に記録し，モニタリングを行う。

アウトカム生成時にはアウトカムの評価を行い，タスクの完了時

には，タスク遂行過程で生成されたアウトカムを参照し，タスク達

成度・学習目標達成度について自己評価する。 
学習目標：タスクを通じて学習する対象を表す．学習目標は

専門的知識，スキルと，基礎力(経済産業省による社会人基礎

力，文部科学省による学士力に相当する)とに大別できる．前者

は研究室の専門領域に依存する目標であり，相対的に顕在化

しやすい(例：ソフトウェア工学研究室におけるプログラミング知

識など)．それに対して，基礎力は企画力，コミュニケーション力

など汎用的で暗黙性が高く，学習者はどのように学んだら良い

のかが意識しにくく，指導者は，支援，指導が分かりにくい． 
 
本研究の e ポートフォリオでの支援の意図は以下のように説

明できる．すなわち，タスクのアウトカム，例えば修士論文執筆タ

スクにおいて修士論文を生成してタスクを遂行するだけでなく，

その遂行に隠れた学び，例えば教員とのコミュニケーションのよ

うな基礎力を学習目標とし，リフレクションを促すことによって，

研究活動の学習の自己調整を促すことである． 

2.3 eポートフォリオと自己調整学習の関係 
表 1 に，学生の e ポートフォリオ上での操作行動と，自己調整

学習との関係を示す．表の１列目は研究活動・学習活動の３段

階としてプランニング（Ｐ）・実行（Ｄ）・評価（Ｃ）のどの段階にあ

たるかを示す．３列目では，プランニング段階，実行段階，評価

段階の，計１４行動を設定した．５列目は，各操作によって促さ

れる自己調整学習が示されており，以下のようにまとめられる． 
自分の能力と問題の適切な分析に基づき，問題解決・学習活

動・協調活動をプランニングし，その実行をモニタリングし，評価

し，自己のプランニングスキルを高める。さらに他者の評価と自

己評価の対照により評価基準を洗練し，次の問題解決・学習サ

イクルの計画・実行の改善に反映させ自己調整能力を習得する。 
図 1 は e ポートフォリオのインターフェースの一例としてタスク

俯瞰ビューと学習目標評価ビューを示している．タスクビューで

は，ガントチャートでタスクのスケジュールを一覧できる．学習者

は一般的なスケジュール管理の画面によって違和感なく e ポー

トフォリオを操作することができる．また，タスクビューではタスク

管理をしながら，学習目標を設定・評価し，学習目標のリフレク

ションを促すことが意図されている．タスクビューの下部では，学

習目標，および学習者の自己評価と教員による評価が表示さ

れており，学習目標の自己評価と教員による評価を比較するこ

とができる．右の図は，学習目標の評価ビューである．評価には

図 1	 e ポートフォリオのタスクビュー，学習目標ビューの

インターフェース	 



The 27th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2013 

- 3 - 

アウトカムと振り返り文書を加えることができ，学習者は｢創造性｣

のような，アウトカムを示しにくい基礎力を学習目標として評価

する． 

3. e ポートフォリオにおける自己調整リフレクショ
ン支援のための課題 

既に述べたように，自己調整の複雑な対象をあるがまま捉え

ようとすると，多くの入力と複雑な思考を求めるため，ユーザから

敬遠されるということが課題となる．この課題に対して，本稿では，

そのような労力をかけることで，学習者・教員はどのようなメリット

を得られるか？ということを明確にし，労力と報酬の関係を説明

する必要がある．次節で述べる自己調整学習パタンに関する試

みは，e ポートフォリオの活用法と，それを通じて学習者が学べ

ること，教員が伝えられること（報酬）を説明にするものと位置づ

けられる．ここでは，その準備として，e ポートフォリオを用いて自

己調整学習能力を習得することに伴う困難性を整理する． 

3.1 自己調整リフレクションの学習困難性 
自己調整過程は，学習目標の設定，実行，自己評価から構

成される．e ポートフォリオで，これらの要素を明示化しているも

のの，自己調整に気づいてこなかった学習者は，たとえこれら

の要素が明示化されても，適切なリフレクションをできない可能

性がある． e ポートフォリオで意図する学生の学びは自己調整

学習の学習目標の設定・方略である．しかし，学習者が研究を

通じて学習目標の設定・方略といった自己調整を学ぶには，自

分の能力を分析し，研究の進捗を考慮し，アウトカムを想定した

上で，学習目標を達成できるかを予測する必要がある．たとえ e

ポートフォリオで自己調整学習の要素を明示化しても，内省に

慣れていない学習者に高度な思考を期待することは難しい． 

3.2 自己調整リフレクションの e ポートフォリオからの脱
文脈化 

本研究の e ポートフォリオは，自己調整学習を促すために

様々な支援が設定されている．例えば，学習目標やタスク，アウ

トカムのそれぞれを評価するにあたっては，e ポートフォリオを通

じて他者評価を受け取ることができる．こうした支援を受けること

によって，学習者の自己調整がシステムに依存する可能性があ

る．学習者がシステムに依存して自己調整を行うようになってし

まうと，システムのない環境において自己調整ができなくなって

しまう．例えば，学習者は，e ポートフォリオを通して，タスクとア

ウトカム，学習目標と個別に他者評価を受け取ることができるが，

システムに依存し，これらが区別されている意味が分からなけれ

ば，別の環境で自分がどの部分の評価を受けたいのかを他者

に説明できないであろう． 

4. パタンランゲージによる e ポートフォリオにおけ
る自己調整学習の支援 

4.1 パタンランゲージによる支援の意図 
パタンランゲージとは，建築等に応用されている知識の記述

の方法であり，多様な経験則を，パタンと呼ばれる要素として記

述する方法である．パタンによる経験則の共有を目指したパタ

ンランゲージ理論においては，パタンを体系的に組み合わせて

複雑なシステムの記述をすることができるとされる [Alexander 
79]．本研究では，e ポートフォリオを使用した研究活動を実施し

ながら自己調整学習を進めるため経験則をパタンに整理し，学

習者に提示することで自己調整リフレクションを支援した．e ポ

ートフォリオで自己調整学習を進めるために，前節で述べた困

難性を克服するように，以下の点に留意してパタンを構成した． 
i. 自己調整をどのようにリフレクションしたら良いのかが分

からない学習者に，考える規準を提供する． 
ii. 学習者の脱文脈を促すための支援を提供することがで

きる．そのために e ポートフォリオの，自己調整学習を促

すための設計意図や，e ポートフォリオのない状況におけ

る俯瞰的な視点を伝える． 

4.2 パタンランゲージにおける自己調整学習支援の設
定意図 

本研究ではパタンによる e ポートフォリオでの自己調整学習

の支援についてリフレクションに慣れていない学習者に思考の

表 1	 e ポートフォリオ上の操作と自己調整学習の関係	 
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表 2	 パタンの設計意図	 

段
階
Ｉ
Ｄ

JAISTEP上での
操作活動

活動の内容 自己調整学習

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

Ｐ
１ タスクの設定

タスクを遂行する時区間（開始予定日時と終了予定日時）を時間軸上に
配置する。（例：修士論文研究を４月開始，２月完了）

問題解決目標・方略の設定能力の習得
Ｐ
２

タスクアウトカム
の設定

タスクを遂行する過程で生成する成果と予定時刻を設定する。（例：修士
論文を２月８日に提出）

Ｐ
３ 学習目標の設定

タスクの遂行を通じて達成する学習目標を設定する。（例：修士論文研究
を通じて問題定式化力レベル２・コミュニケーション力レベル３を習得）

学習目標・方略の設定能力の習得
Ｐ
４

学習アウトカム
の設定

学習目標を達成する過程の叙述内容と時期を設定する。（例：問題定式
化力の習得状況を月に一度のペースで振り返り，記述する）

Ｐ
５ 関係者の設定

タスクの遂行・学習目標の達成過程に関与する関係者を設定する（例：主
テーマ教員，共同研究者，先輩，同級生など） 協調的問題解決・協調的学習の目標・方

略の設定能力の習得Ｐ
６

コミュニケーション
の設定

タスクの遂行の過程で必要となるコミュニケーションを設定する（例：定例
ミーティング資料を共同研究者に配布する）

Ｐ
７ 評価の設定

アウトカム・タスク・学習目標に関する評価項目，および，他者評価を求め
る関係者を設定する（例：問題定式化力の評価は振り返りに記述により行
うこととし，主テーマ教員に評価を求める）

問題解決・学習活動の評価目標・方略の
設定能力の習得

Ｐ
８ タスク階層の設定

そのタスクの下位（部分）タスクとして行うタスクを設定する（例：修士論文
研究の部分タスクとして中間審査準備タスクを設定する）。下位タスクに対
して，P１～P８を行う。

問題解決方略の設定能力の習得

実
行

Ｄ
１

タスクのアウトカム
の記録 タスクのアウトカムを記録する（例：サーベイ報告書を登録する）

問題解決目標・方略の達成過程のモニタ
リング力の習得

Ｄ
２ 学習アウトカムの記録

学習のアウトカムを記録する（例：問題定式化力の振り返り叙述を登録す
る）

学習目標・方略の達成過程のモニタリング
力の習得

Ｄ
３

関係者との
コミュニケーション 関係者にメッセージを送る（例：共同研究者にミーティング議事録を送る）

協調的問題解決・協調的学習の目標・方
略の実践力・モニタニング力の習得

評
価

Ｃ
１ アウトカム評価

アウトカムを評価する（例：サーベイ報告書を評価する。振り返り叙述から
問題定式化力の習得状態を評価する。）

問題解決力の評価能力の習得

Ｃ
２

タスク
達成度評価 タスクアウトカム評価をもとに，タスクの達成度を評価する。 問題解決力の評価能力の習得

Ｃ
３

学習目標達
成度評価 学習アウトカム評価をもとに，学習目標の達成度を評価する 学習能力の評価能力の習得

Ｃ
４ 評価の比較 自己評価と他者評価を比較し，適正な評価を考察する。 評価基準の分析力の習得
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規準を提供すること，および脱文脈化が可能になることを実現

することを意図して，計画・実行・評価ごとに自己調整学習目標

を設定しパタンを設計した． 表 2 に一例を示す．表の左から 1
列目に自己調整学習目標が記載され，続けて，目標達成の阻

害要因が示される．3 列目には脱文脈化を実現するために e ポ

ートフォリオの自己調整学習目標達成に果たす役割が記載さ

れ，続けて 4 列目に，e ポートフォリオからの自立に必要な学習

者の理解が記載される．5 列目には e ポートフォリオによる支援

が無い状況において，自己調整学習目標の達成に必要なリフ

レクションを記したパタンを記載している． 

4.3 パタンの記述形式 
[井庭 09]を参考にパタンに以下の 10 要素を記述した(図 2)．  
①タイトル（パタン名）・②パタンの意味・③パタンの本質 
これらの 3 要素では，パタンの内容や説明が記述されている．

これらは一般的な言葉で書かれており，必ずしも e ポートフォリ

オという学習環境に特殊な言葉は使用されない．  
④乗り越えたい課題⑤解決策 
これらの 2 つの要素は，自己調整学習を開始したり，継続さ

せたりする上での阻害になりうる要因とそれを乗り越えるための

考え方や思考が記載される．自己調整学習に慣れていない学

習者が陥りやすい問題点が④で記載され，タスクを分析する，

目的を整理するといった，一般的な解決策が⑤に記載される． 
⑥頑張ってみよう⑧自己調整サイクル⑨自己調整学習目標 
これらの 3 要素は，学習者の自己調整学習の脱文脈化を意

図している．⑥では，e ポートフォリオを用いない自己調整学習

をすることの重要性や，学習効果を記述する．また，e ポートフォ

リオが自己調整学習に果たしうる役割も示される．⑧⑨では，パ

タンの自己調整が，計画，実行，評価の自己調整段階のいず

れに該当するのか，自己調整の目標はどのようなものがあるの

かが記載される．自己調整の目標や位置づけを表し，学習者に

俯瞰的な視点を示すことで，e ポートフォリオのない状態でどの

ように自己調整をすれば良いのかを学べるように意図している． 
⑦e ポートフォリオの状況⑩イメージ図 

これらの 2 要素では，パタンの自己調整が e ポートフォリオ内

での操作や作業としてどのように具体化されているのを示す． 

5. パタンによる e ポートフォリオの自己調整リフレ
クション支援の試行と調査 

5.1 調査手続き 
参加者:某大学大学院に所属する大学院生 5 名が参加した．  
調査手順： 参加者に e ポートフォリオの使用方法やパタン

の説明を行いこれらの設計意図を理解させた．続けて，自己調

整の難しさや経験の気づきを問うプレテストを行った後に，二週

間パタンを参照しながら e ポートフォリオを使用し研究活動を行

った．二週間の使用後に，ポストテストを実施した．  

5.2 調査の設計 
e ポートフォリオの自己調整学習をパタンによって支援するこ

とでどの程度，自己調整学習についての知識が獲得されたの

かを検討した．調査では，参加者に自己調整に関係する経験

や気づき(例：学習目標の連続性やタスクを越えたつながりがあ

ること)が，研究を進める中でどの程度学習者自身が経験すると

思うかを 0~100%で回答した．参加者は，二週間の試行の前後

に，この問題に回答した． 

5.3 調査結果 
参加者ごとに，経験への気づきの予測をプレテストとポストテ

ストで比較した．その結果，すべての参加者が，プレテストよりも

ポストテストで，特定の経験や困難への気づきを多く経験すると

予測をした．一般に，知らない，あるいは予測できない経験の生

起頻度を低く見積もる傾向があることを考慮すると，ポストテスト

で，経験や困難への気づきの予測を高く反応したのは，二週間

の試行で e ポートフォリオを使用して自己調整を行った結果，

経験や困難の理解が進んだためと考えられる． 

6. まとめ 
本研究では，研究室活動における学習者の自発性の涵養を

目指して e ポートフォリオによる学びの自己調整を支援しようと

試みた．学習者が研究活動と学習の違いに自覚的になることを

目的とし，e ポートフォリオでは特に暗黙的な学習目標を明示化

し自己調整のリフレクションを促した．また，自己調整の学びを e
ポートフォリオで獲得するために必要な複雑な思考の負担を軽

減するための支援として，自己調整学習パタンを設計した．自

己調整学習パタンによる支援は，e ポートフォリオという学習環

境からの脱文脈化も意図しているが，本研究では脱文脈化に

ついては実証的検討が不十分であり今後の課題としたい．  
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